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夏だ！海だ！カヌーだ！！Ｂ＆Ｇ海洋クラブカヌー教室開講

日 月 火 水 木 金 土
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●  1日（月）　熊本県童話発表会　水俣・芦北地区大会（つなぎ文化センター）
●  3日（水）　キラキラ☆クラブ・母子健康手帳交付
●  6日（土）　つなぎ朝市（グリーンゲイト広場周辺）
●  6日（土）　津奈木町夏祭り（総合グラウンド）
●13日（土）　町民体育祭野球大会（総合グラウンド、～ 14日）
●15日（月）　町民体育祭競舟大会（干拓堤防前海岸）
●19日（金）　人権大会（つなぎ文化センター）
●21日（日）　《ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌》第４回ワークショップ（旧赤崎小学校）
●24日（水）　キラキラ☆クラブ・母子健康手帳交付
●開  催  中    坂本善三と前衛の仲間たち展　四元会・熊本からの挑戦（美術館～９/６）

８月の行事【ご案内】
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ご
み
の
な
い
美
し
い
町
づ
く
り

海
の
日
一
斉
環
境
美
化
作
業

　

７
月
18
日（
月
）、
漁
協
関
係

者
や
婦
人
会
、
海
洋
ク
ラ
ブ
員
、

役
場
職
員
な
ど
約
５
０
０
人
が
参

加
し
て「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の

川
と
海
づ
く
り
一
斉
美
化
作
業
」

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

　

津
奈
木
町
で
は
、
美
し
い
自
然
を
残
し
て
い
く
た
め
に
毎
年
多
く
の
人
が
参
加
し
て
様
々
な
美
化

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
作
業
で
集
め
ら
れ
た
ご
み
の
多
く
は
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
空
き
缶
な
ど
。
普
段
か
ら
環
境
美
化
を
心
が
け
、ご
み
の
な
い
美
し
い
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

美
し
い
自
然
を
次
の
世
代
へ

Town News
まちのわだい

道
路
・
公
園
環
境
美
化
作
業

　

６
月
23
日（
木
）、
各
地
区
の

婦
人
会
と
役
場
職
員
が
参
加
し

て
、
主
に
国
道
沿
い
や
干
拓
周
辺

な
ど
の
環
境
美
化
作
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
干
拓
に
は
漂
着
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
、
大
き
な
も
の
で

は
イ
ス
な
ど
も
あ
り
、
参
加
者

は
精
力
的
に
作
業
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
の
日
、
午
前
中
の
作
業

で
集
め
ら
れ
た
ご
み
の
量
は
、
約

６
４
０
キ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

▲集められたごみの一部

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
が

　

新
し
く
な
り
ま
す

　

７
月
11
日
（
月
）、
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
か
ら
地
域
海
洋
セ
ン

タ
ー
修
繕
助
成
決
定
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

津
奈
木
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
費
用

を
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が
助
成
す

る
も
の
で
す
。
理
事
の
古
山

透
さ
ん
は
「
住
民
の
み
な
さ

　

津
奈
木
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
は
、
施
設
建
設
後
約

30
年
が
経
過
し
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
缶
体
・
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の

全
面
改
修
、
ろ
過
機
の
取
替

え
な
ど
、
施
設
の
全
面
改
修

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

改
修
工
事
は
今
年
度
中
に
行

い
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
施
設

へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。」
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
修
繕
助
成
決
定
書
授
与

▶
古
山
理
事（
左
）と
西
川
町
長

不法投棄を発見したら

　　　 　通報ください！
　町では、廃棄物の不法投棄等の
不適正処理に迅速に対応するため、
町民のみなさんからの情報提供を
受けるとともに、毎月不法投棄パト
ロールを実施しています。
　住民課住民班　78-3113（内113）

小
雨
の
降
る

中
、
参
加
者

は
約
２
時
間

の
作
業
で
、

１
２
０
０
キ
ロ

も
の
ご
み
を

集
め
ま
し
た
。
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唄　６月
28
日（
火
）、
改
善
セ
ン

タ
ー
で
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
よ
る
第
15
回
い
き
い
き
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大

会
は
健
康
づ
く
り
と
会
員
相

互
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
、

民
生
委
員
等
の
協
力
を
得
て

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
約
４
５
０
人
が
参

加
。
各
地
区
の
老
人
会
に
よ

る
唄
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
音
楽
に
合

わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
と
、

参
加
者
は
と
て
も
楽
し
い
様
子

で
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

▲小津奈木地区老人会による『こんにちは音頭』

や踊りで
イキイキ元気！
第１５回いきいき大会開催

童
話
発
表
会

和
　

７
月
２
日（
土
）、
つ
な
ぎ

文
化
セ
ン
タ
ー
で「
ゆ
ふ
い
ん

源
流
太
鼓
つ
な
ぎ
公
演
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
つ
な
ぎ
舞
鶴
太
鼓

が（
財
）水
俣
・
芦
北
地
域
振

興
財
団
の
助
成
を
受
け
て
実

施
し
た
も
の
で
、
国
内
外
で

活
躍
中
の
ゆ
ふ
い
ん
源
流
太

鼓
を
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、

力
強
く
て
迫
力
の
あ
る
演
奏

で
会
場
を
魅
了
し
て
く
れ
ま

し
た
。

太
鼓
つ
な
ぎ
公
演

　

ま
た
、
津
奈
木
中
出
身
の

３
人
が
所
属
す
る
秀
岳
館
高

校
の
雅
太
鼓
も
出
演
し
、
全 ▲大分県のゆふいん源流太鼓

▲秀岳館雅太鼓（左から山
﨑聖

としや

矢くん、森山晃
こうた

太くん、
開田早

さき

紀さん）

員
息
の
合
っ
た
、
若
々
し
く

賑
や
か
な
演
奏
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

地
元
つ
な
ぎ
舞
鶴
太
鼓
の

メ
ン
バ
ー
も
刺
激
を
受
け
、

今
後
も
津
奈
木
町
の
活
性
化

に
向
け
、
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

軽
快
な
リ
ズ
ム
で
会
場
を
揺
ら
す

チ
　

７
月
９
日（
土
）、
グ
リ
ー
ン
ゲ

イ
ト
広
場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
東

日
本
大
震
災
の
復
旧
支
援
を
目
的

に
、
グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
中
心
と
な
り
企
画
し
た
も
の
で

す
。
当
日
は
水
俣
の「
や
う
ち
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
」や「
Ｎ
Ｂ
４
」が
生
演
奏
を

披
露
し
、
参
加
し
た
約
１
５
０
人

の
観
客
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
唄
っ

た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ

▲生演奏に参
加者もノリノ
リ♪（写真右）

ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
開
催

　

７
月
22
日（
金
）、
つ
な
ぎ
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
２
小
学
校
の

代
表
児
童
17
人
が
参
加
し
て
町
童

話
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
児
童
た
ち
は
初
め
は
緊
張

し
た
様
子
で
し
た
が
、
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
る
と
大
き
な
声
で
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
観
客
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
、

次
の
３
人
が
町
の
代
表
と
し
て
８

月
１
日（
月
）に
つ
な
ぎ
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
水
俣
・
芦
北
地

区
の
発
表
会
に
出
場
し
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 

【
写
真
右
か
ら
】

▽
本
山
明
香
里
ち
ゃ
ん（
津
小
６
年
）

▽
林
田　

美
里
ち
ゃ
ん（
津
小
４
年
）

▽
本
山
陽
香
里
ち
ゃ
ん（
津
小
２
年
）

町
代
表
３
人
決
定
！

東
日
本
大
震
災
支
援
イ
ベ
ン
ト

る
収
益
は
全

額
義
援
金
と

し
て
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
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農薬の使用にあたって―

　安全かつ適正な使用に努めましょう

○必ず登録農薬を使用しましょう！
○ラベルの記載事項を守りましょう！
○飛散防止（ドリフト）に注意しましょう！
○散布後は器具をよく洗いましょう！
○生産履歴を記帳しましょう！

不適正な使用をした場合…
●無登録農薬や使用禁止農薬を使用すると農
薬取締法で罰せられます。
●農作物から残留基準を超える農薬が検出さ
れると、食品衛生法により、その農作物は出
荷・流通禁止や回収の措置がとられます。

　国土交通省八代河川国道事務所が整備
を進めている南九州西回り自動車道の津
奈木トンネル（仮称）工事現場で、「夏休
み親子現場見学会」を開催します。内容
は南九州道の概要説明、トンネル工事現
場見学、記念撮影、クイズなどがありま
す。参加費は無料です。

【日　　時】　８月２７日（土）
　  　　　　 午後１時～午後３時３０分
【集合場所】　改善センター集会場
【対 象 者】　津奈木町内の小学生及び保護者
【定　　員】　先着４０人（保護者は１家族２人まで）
【募集期間】　８月８日（月）～１２日（金）
【参加申込先】　総務課企画財政班
　　　　　　　℡７８-３１１１（内２１７）

　

東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
支
援
で
７
月
10
日
か

ら
20
日
に
か
け
て
宮
城
県

東
松
島
市
に
熊
本
県
派
遣

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
東
松

島
市
は
農
業
と
水
産
業
が

盛
ん
で
あ
り
、
農
業
は
主

に
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
や
「
サ

サ
ニ
シ
キ
」
の
米
の
生
産
、

水
産
業
に
つ
い
て
は
ノ
リ
、

カ
キ
の
養
殖
が
盛
ん
で
、

人
口
は
４
万
１
１
５
０
人
、

世
帯
は
１
万
４
６
１
５
世
帯

で
石
巻
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
発
展
し
た
地
域
で

す
。

　

震
災
に
よ
る
７
月
19
日

現
在
の
被
災
状
況
と
し
て

は
死
者
・
行
方
不
明
者

１
１
５
３
人
、
家
屋
被
害

東
日
本
大
震
災
派
遣
職
員
活
動
報
告

総
務
課
総
務
班　

中
山
忠
参
事

夏休みの思い出づくりにいかが？　―トンネル工事現場見学会―

の
全
壊
２
１
３
３
戸
、
半

壊
・
床
下
浸
水
６
８
１
９

戸
、
避
難
所
は
市
内
36
か

所
で
８
９
８
人
が
避
難
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
被
災
地

住
民
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
は

義
援
金
の
給
付
や
仮
設
住

宅
の
早
期
着
工
が
特
に
高

く
、
全
国
か
ら
約
60
人
の

派
遣
職
員
が
集
ま
り
復
興

支
援
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は

各
種
制
度
の
受
付
業
務
の

手
伝
い
を
担
当
さ

せ
て
も
ら
っ
た
の
で

す
が
、
被
災
者
の

ご
家
族
が
震
災
で

亡
く
な
ら
れ
た
り
、

住
居
も
流
失
し
仕

事
も
失
く
し
、
そ

の
日
の
生
活
に
困

ら
れ
て
い
る
方
な
ど

様
々
な
方
が
お
ら

れ
た
た
め
、
心
が

痛
む
中
で
の
受
け

付
け
業
務
と
な
り

▲宮城県石巻市の被害状況

ま
し
た
。
他
市
町
の
被
災

状
況
の
視
察
も
行
い
、
テ
レ

ビ
・
新
聞
な
ど
で
被
災
地

の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
現
地
に

足
を
踏
み
入
れ
て
み
ま
す

と
、
今
回
の
被
害
の
大
き

さ
を
改
め
て
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
派
遣
の
経
験
を

糧
と
し
、
本
町
の
防
災
行

政
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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謹んで哀悼の意を表します。
　平成22年7月１日から平成23年6月30日までの間にお亡くなりになった町民の方々を掲載しております。
故人のご冥福をお祈りするとともに謹んで哀悼の意を表します。
　なお、掲載に当たっては通知などで確認し、掲載を希望されなかった方などは調整して掲載してあります。

津奈木町教育委員会　℡78-5400問い合わせ先

主　　　唱 ：熊本県、熊本県青少年育成県民会議
期　　　間 ：7月 1日から 8月 31日までの 2か月間
スローガン ：「みんな、みんなの子どもです」
重 点 目 標：（１）インターネット上の違法・有害情報への適切な対応

            （２）有害環境への適切な対応
            （３）薬物乱用対策等の推進
            （４）不良行為及び初期型非行（犯罪）の防止
            （５）再非行（再犯）の防止
            （６）いじめ・暴力行為等の問題行動への対応
            （７）青少年の福祉を害する犯罪被害の防止

7月と 8月の 2か月間は、学校が夏休みに入ることもあり、青少年の生活のリズムが乱れ、非行に
陥りやすいとされています。
それぞれの家庭、学校、職場、地域社会の実情に応じた具体的な活動にあなたも積極的に参加して、

県民一人ひとりが青少年の非行問題に取り組みましょう。

平成23年度「夏の青少年健全育成県民総ぐるみ運動」 

みんな、みんなの子どもです
青少年の非行防止は地域全体で取り組みましょう！

※個人情報保護の観点から、世帯主（喪主）などについては掲載しておりません。

行政区 死 亡 者 氏 名 死亡年月日 行政区 死 亡 者 氏 名 死 亡 年 月 日 行政区 死 亡 者 氏 名 死 亡 年 月 日
竹中 山﨑　純雄 H23.6.15 大泊 眞野　義澄 H22.9.7 野﨑　秀一 H23.4.14

津々木　貢 H22.10.3 柳迫　ヤエ子 H22.9.12 平国下 濵田　トミ子 H22.7.22
黒山　安喜 H22.12.1 栁迫　キシ H22.9.26 鬼塚　ウメ子 H22.10.15

染竹 鶴野　貢 H22.9.19 田中　堅 H22.10.1 福田　ヒサメ H22.12.23
才木　孝行 H22.10.17 椎葉　幸助 H23.3.26 鬼塚　キクヨ H23.1.13
福山　マサエ H23.2.25 中尾 齋藤　吉俊 H23.1.23 薮下　武信 H23.3.2

浜崎 柴山　勝一 H22.9.10 谷口　サヨ H23.3.20 村上　ハルエ H23.4.12
岡本　忠則 H23.3.23 小嶋　キヌ H23.4.3 上村　隆 H23.5.18
前坂　澄男 H23.5.14 森下　榮 H23.5.17 福山　安惠 H23.6.2

桜戸 釜　寄幸 H22.7.29 内野 吉澤　信男 H22.8.18 日当 伊藤　シズコ H22.8.21
濵本　水安 H22.11.10 秋田　元生 H22.9.12 濱田　岩男 H22.9.9
江口　玲子 H22.12.28 松原　美代子 H23.3.23 上村　ナスエ H22.9.17
中村　段重 H23.1.11 山本　正雄 H23.6.12 開田　直義 H22.12.21
平野　重行 H23.2.13 上下門 宮森　一孝 H22.8.16 田嶋　ツタエ H23.4.19

新川 古川　スイ H22.7.22 伊藤　勝 H22.12.19 伊藤　嘉次郎 H23.5.29
川﨑　安之 H22.8.4 福島　円太 H23.1.24 日添 岩﨑　アツコ H22.11.27
川﨑　トメコ H23.6.17 川内 前田　ヒデ子 H22.8.12 正木　ミツノ H23.1.10

古川 山本　兼次 H22.9.4 橋口　芳弘 H22.10.10 林田　光義 H23.1.23
山下　節子 H22.10.15 福浦 福山　チエ子 H23.4.21 尾花　忠夫 H23.5.7
川﨑　一弘 H22.10.18 松﨑　ミツ子 H23.5.31 小津奈木 山本　孝久 H23.2.12
山本　マサエ H23.1.16 福田　等 H23.6.29 德田　爲義 H23.2.25
山下　市八 H23.1.21 平国上 長濱　一男 H22.12.12 永松　良人 H23.3.26
岡松　岩雄 H23.2.8 野﨑　定 H23.2.6 辻 開田　正広 H22.12.17
林田　太四郎 H23.4.9 濵田　和行 H23.3.12
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Information
今月のお知らせ

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

お
ら
れ
る
人
は
、
８
月
以
降
の
手
当

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
受
給
資
格
が

あ
る
こ
と
を
届
け
出
る
「
児
童
扶
養

手
当
現
況
届
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
届
出
書
は
８
月
１
日
現

在
の
状
況
に
つ
い
て
、
８
月
上
旬
に

住
民
課
よ
り
送
付
し
ま
す
現
況
届
に

必
要
書
類
等
を
添
付
し
、
指
定
の
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
あ
る
介
護
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新
手
続
き

　

65
歳
に
な
ら
れ
た
人
に
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証
を
交
付
し
て
お
り

ま
す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
ご
利

用
に
な
る
場
合
は
、
新
た
に
介
護
保

険
要
介
護
等
認
定
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
平
成
17
年
10
月
の
介
護

保
険
法
の
改
正
に
よ
り
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
前
に
交
付
さ
れ
た
も
の
は
、
有

効
期
限
が
表
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
更
新
等
の
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
被

保
険
者
証
に
は
、
有
効
期
限
は
表

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
保
険
班

　

℡
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
２
０
）

平
成
24
年
度
自
衛
官
採
用
試

験●
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

【
受　

付
】
９
月
９
日
（
金
）
ま
で

【
試
験
日
】
９
月
17
日
（
土
）

【
会　

場
】
八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

【
受
験
資
格
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
航
空
学
生

【
受　

付
】
９
月
９
日
（
金
）
ま
で

【
試
験
日
】
９
月
23
日
（
金
）

【
会　

場
】
熊
本
学
園
大
学

【
受
験
資
格
】
高
卒
（
見
込
含
）
〜

21
歳
未
満

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
水
俣
地
域
事
務
所

　

℡
６
３-

５
８
６
３

「
税
」
の
作
文
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生
・

中
学
生
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
ま
す
。
自
分
や
家
族
の
体
験
を

通
し
て
、
税
に
つ
い
て
自
分
が
考
え

た
こ
と
な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で

あ
れ
ば
何
で
も
結
構
で
す
。

●
高
校
生
の
部

あ
な
た
も
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
な

り
ま
せ
ん
か
？

　

本
町
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）養
成
講
座
と
し
て
、

健
康
教
室
を
年
５
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
地
域
の
方
々
に
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
望
ま
し
い
食
生
活

を
広
め
る
た
め
に
、
講
義
や
調
理
実

習
、
運
動
体
験
な
ど
を
行
い
、
楽
し

く
学
び
ま
す
。
食
生
活
改
善
に
向
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る

人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
福
祉
班

　

℡
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
８
）

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
　

家
屋
に
対
す
る
平
成
24
年
度
の
固

定
資
産
税
は
平
成
24
年
１
月
１
日
時

点
で
、
そ
の
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
新

築
・
増
築
等
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、

役
場
職
員
が
訪
問
し
調
査
を
行
い
ま

す
。
新
築
・
増
築
等
さ
れ
た
家
屋
が

あ
る
人
、
平
成
23
年
中
に
建
築
予
定

の
人
、
ま
た
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
税
務
班

　

℡
７
８-
３
１
１
３
（
内
１
２
３
）

　

な
お
、
８
月
31
日
ま
で
に
届
出
が

な
い
場
合
は
、
８
月
以
降
の
支
給
が

差
し
止
め
ら
れ
た
り
、
期
限
を
過
ぎ

て
提
出
さ
れ
ま
す
と
手
当
の
支
給

が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

指
定
の
期
日
に
提
出
で
き
な
い
場

合
や
、
そ
の
他
ご
不
明
な
点
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
住
民
課
福
祉
班

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
福
祉
班

　

℡
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
６
）

平
成
24
年
度
共
済
組
合
職
員

採
用
試
験

●
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
等

【
区
分
】

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
及
び

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ

ん
か
？

　

農
業
委
員
会
で
は
、
全
国
農
業

　

大
学
卒
業
程
度

【
採
用
予
定
人
員
】

　

２
人
程
度

【
職
務
内
容
】

　

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

に
勤
務
し
、
事
務
に
従
事

【
受
験
資
格
】

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
受
験
手
続

【
受
付
期
限
】

　

８
月
12
日
（
金
）
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
、
日
曜
日
除
く

　

郵
送
の
場
合
、
８
月
12
日
（
金
）

ま
で
に
共
済
組
合
総
務
課
へ
必
着

【
申
込
方
法
】

　

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課
発
行
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
申
込
先
に
郵
送

か
持
参
す
る
こ
と

●
１
次
試
験
日
程
等

【
試
験
日
】

　

９
月
18
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

【
会　

場
】

　

熊
本
県
立
大
学

【
試
験
内
容
】

　

大
学
卒
業
程
度
（
教
養
・
適
正
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課

　

℡
０
９
６-

３
６
５-

１
９
０
０

　
（
内
５
１
１
・
５
１
３
）

【
字　

数
】
１
２
０
０
字
程
度

【
提
出
期
限
】
９
月
７
日
（
水
）

●
中
学
生
の
部

【
字　

数
】
１
２
０
０
字
以
内

【
提
出
期
限
】
９
月
６
日
（
火
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

・
八
代
税
務
署

　

℡
０
９
６
５-

３
２-

３
１
４
１

　

※
自
動
音
声
案
内

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

新
聞
の
購
読
及
び
農
業
者
年
金
へ
の

加
入
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容

に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
振
興
課

内
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

振
興
課
内
農
業
委
員
会

　

℡
７
８-

３
１
１
２
（
内
２
２
６
）
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長部局(役場)等に勤務し、
一般事務に従事

区　分　職　種　採用予定数　　職　務　内　容　等

高卒程度 
消防本部又は消防署に勤
務し、消防業務に従事

区　分　職　種　採用予定数　　職　務　内　容　等

高卒程度

◆受験資格
　昭和６２年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者
◆申込書受付期間等
　７月２５日（月）～８月１２日（金）
　土、日曜日を除く　午前８時３０分～午後５時
　郵送の場合８月１２日（金）の消印有効
◆申込方法
　広域行政事務組合発行の申込用紙に必要事項を記入
　し、申込先に郵送か持参すること
◆申込・問い合わせ先
　〒867-0011
　水俣芦北広域行政事務組合　消防本部総務課
　℡0966-63-1191
◆第１次試験の日時・場所
　９月１８日（日） 午前８時３０分～
　芦北町役場　３階会議室
◆第１次試験の内容
　高卒程度（教養・適性・作文試験）
※詳細は実施要綱等（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）を参照ください。　

◆受験資格
　昭和６０年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者
◆申込書受付期間等
　７月２５日（月）～８月１２日（金）
　土、日曜日を除く　午前８時３０分～午後５時15分
　郵送の場合８月１２日（金）の消印有効
◆申込方法
　津奈木町発行の申込用紙に必要事項を記入し、申込
　先に郵送か持参すること（電子申請も可）
◆申込・問い合わせ先
　〒869-5692　
　津奈木町役場　総務課
　℡0966-78-3111（内線213）
◆第１次試験の日時・場所
　９月１８日（日） 午前８時３０分～
　芦北町役場　３階会議室
◆第１次試験の内容
　高卒程度（教養・適性・作文試験）
※詳細は実施要綱等（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）を参照ください。

一般事務 ２人程度 消 　防 ３人程度

平成23年度津奈木町職員・広域消防職員募集

HPアドレス　http://www.mafd119.comHPアドレス　http://portal.kumamoto-net.ne.jp/town_tsunagi/

津奈木町職員 水俣芦北広域行政事務組合消防本部職員

国民年金の付加保険料を納付しませんか？年金TOPICS

　老齢基礎年金の年金額は、788,900 円（満額＝ 40年間保険料納付）ですが、老後に受ける老齢基礎
年金をより高くしたいと考えている方は、毎月の保険料（15,020 円）に、付加保険料（400円）を上
乗せして納付することで、上乗せの付加年金を受けることができます。（金額はすべて平成 23年度額）
付加年金額は、「200円×付加保険料納付月数」です。
付加年金の計算式

例）40年間（480月）付加保険料を納付の場合
　    400円×480月＝192，000円納付

1年間に受け取る付加年金額
200円×480月＝96，000円が毎年年金額に加算
※2年間で支払った付加保険料と同額になるため、
　3年目からはお得です。

⇒

問い合わせ先 八代年金事務所 ℡0965-35-6143 、 住民課住民班 ℡78-3113（内115）

出張年金相談（予約制：0965-35-6123）  8/11（木）水俣市もやい館、8/12（金）芦北町役場
（年金事務所の職員が相談をお受けします）

　

使
用
済
み
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

（
肥
料
袋
な
ど
）・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
使
用
し
た
事
業
者
（
農
家
）

が
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
町

や
農
協
単
位
の
収
集
体
制
を
活
用

し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
全
量
を
適

正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
野
外
焼
却

（
野
焼
き
）
や
不
法
投
棄
す
る
と

罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
以
下
の
回
収
日

に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
（
℡

８
２-

２
５
１
５
）
又
は
、
役
場
振

興
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
収
荷
日　

　

８
月
30
日
（
火
）

　

台
風
の
影
響
な
ど
で
回
収
が
で

き
な
い
場
合
は
、
９
月
１
日
（
木
）

に
延
期
し
ま
す
。

●
持
込
時
間　

午
前
８
時
〜
正
午

●
収
荷
場
所　

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
玉
葱
選
果
場

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

振
興
課
自
立
振
興
班

　

℡
７
８-

３
１
１
２
（
内
２
２
４
）

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
処
理
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津奈木町ホームページ http://portal.kumamoto-net.ne.jp/town_tsunagi/

発
行
■
熊
本
県
津
奈
木
町
役
場　

編
集
■
総
務
課

〒
８
６
９ - 

５
６
９
２　

熊
本
県
葦
北
郡
津
奈
木
町
大
字
小
津
奈
木
２
１
２
３

TEL
０
９
６
６ - 

７
８ - 

３
１
１
１　
　
　
　
　

印
刷
■
旭
印
刷
株
式
会
社

2
0

1
1

8
PublicRelation

しんだて りゅうきしのはら えいだい

新立　龍綺くん
（丸岡地区）

平成21年７月31日生まれ

パパ 智和さん　ママ 麻紀さん パパ 誠さん　ママ 志保さん

篠原　永大くん
(染竹地区）

平成22年３月12日生まれ

すくすくと大きく育
ってね。

いつも可愛い笑顔
と幸せをありがと
う。元気にたくま
しく育ってね。

ご寄附・ご芳志お礼
（敬称略）

　町の人口と世帯数
（平成２３年７月 1日現在）
人口総数　5,267　（－　3）
（男）　　　2,477　（－　1）
（女）　　　2,790　（－　2）
世帯数　　2,031　（＋　2）

◎社会福祉協議会へ
【香典返し】
地区名　　喪主（届出人）故　人
古　川　　川﨑　幸人　　トメコ
福　浦　　福田　スマ子　等
日　添　　諌山　國昭　　キミエ
平国上　　村上　サダ子　秀満
内　野　　豊田　ヒデ子　正喜
　以上の方から金一封をご寄附いただきま
した。ご意志に添い有効に活用させていただ

きます。また、故人のご冥福を心からお祈り

申し上げます。

編集後記

ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌　第4回ワークショップ

アート de マルシェ

つなぎ美術館 Information ℡61-2222，FAX61-2223

■会　期　7月16日（土）～9月6日（火）
■観覧料　一般 300円　高大生 200円
　　　　　小中生 100円
■主　催　つなぎ美術館
　　　　　熊本県立博物館連絡協議会
■共　催　熊本日日新聞社

　熊本が生んだ日本を代表す
る画家、坂本善三の生誕 100
年を記念し、当館を含め県内 5
つの美術館が連携を図りなが
ら異なるテーマと会期で展覧
会を開催します。
　当館の展示では、坂本善三
の呼びかけによって結成され
た四

しげんかい

元会（1950 ～ 65 年）構
成メンバーの作品 18点を紹介
し、当時の熊本における前衛
表現の実像を探ります。

坂本善三と前衛の仲間たち展
四元会・熊本からの挑戦

坂本善三『出来事』　1955年坂本善三美術館蔵

　先日、太鼓の公演に出演してきま
した。たくさんの人に来ていただき、
本当にありがとうございました。公
演終了後に観客のみなさんから多く
の声をかけていただいて、これから
も一生懸命頑張っていこうと思いま
した。まだまだ未熟ではありますが、
これからも応援をよろしくお願いし
ます。　　　　　　　　　　（taka）

『花桃の里づくり』
　　　　を実施します！
　本年度、区長会では水俣芦北地域
振興財団事業を活用して「花桃の里
づくり事業」を実施します。植栽地
は高速道路や公道・新幹線などの沿
線を対象としております。植栽を希
望される人は、区長から配布されま
す植栽希望申込書に記入の上、８月
末までに区長へご提出ください。
【問い合わせ先】振興課自立振興班
　　　　　　78-3112（内 224）

■日　時　８月21日（日）
　　　　　午前１０時～午後２時頃
　　　　　※昼食をご持参ください。
■場　所　旧赤崎小学校
■参加費　無料
■対　象　小学生以上（小３以下は保護者同伴）
■定　員　先着 30人（要事前申込）
■申込・問い合わせ先　ＡＫＡＳＡＫＩ海想日誌実行委員会事務局
　　　　　　　　　　（つなぎ美術館内）　℡ 0966-61-2222 

　アーティストの今田淳子さんと美術家のレインボー岡山さんがマルシェ
（市場）に見立てた野外スペースでみなさんと一緒にさまざまな素材を使っ
て表現活動を繰り広げます。


